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ネットワーク故障後にも完全なセーフティ機能を
ブラックアウト・モードでリダンダンシ・ソリューションをさらに冗長化
B&Rは統合型セーフティテクノロジーに新しくブラックアウト・モードを加えました。この機能によって、ネットワークやメイン・コントローラの故障後にもセーフティ・アプリケーションの実行を継続することができます。これからは、高価なリダンダンシ・ソリューションを使わなくても、セーフティ・アプリケーションの可用性を最大化することができるようになります。 
ブラックアウト・モードは新しいSafeLOGIC X20SL8101 セーフティ・コントローラとreACTIONテクノロジーを活用したセーフIOモジュールによりサポートされています。ブラックアウト・モードを使えば、ネットワーク故障の後でも、下位システムのアプリケーションを実行することができます。例えば、ネットワークの故障後でも、怪我や損傷を防ぎながらプレス機を開けることができます。
また、ブラックアウト・モードは、ネットワーク接続の有無にかかわらず、電源投入後にアプリケーションをスタートさせたり、セーフティ機能を実行させたりすることができます。
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ブラックアウト・モードを使えば、ネットワーク故障の後でも、下位システムのアプリケーションを実行することができます。



B&Rについて 
ABBグループの一員であるB&Rは、オーストリアに本社を置く産業オートメーションのグローバルリーダーです。 B&Rは、最先端のテクノロジーと先進的なエンジニアリングを組み合わせ、あらゆる産業のお客様に、マシンおよびファクトリーオートメーション、モーションコントロール、HMI、統合型安全技術など、トータルソリューションを提供しています。OPC UA、POWERLINK、openSAFETYなどのIIoT通信規格やAutomation Studioソフトウェアにより、B&Rは常にオートメーションエンジニアリングの未来を再定義しています。よりいっそうの工程簡素化と、お客様の期待を超えたいというコミットメントに支えられ、B&Rは産業オートメーションの最前線を走り続けています。
より詳細な情報については、www.br-automation.com/ja　をご覧ください。 
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